
基 本 施 策 (2) 競争力の高いえひめ農業の生産力・販売力を磨きます

施 策 の 展 開 方 向 ⑤ えひめ農業の安全・安心を確保します

具体的な推進事項 1
農薬、化学肥料等を低減した農業や有機農業など
環境にやさしい農業の拡大に努めます

○エコファーマー、エコえひめ、有機農業の推進
【取組】

・エコファーマーの認定、エコえひめ農産物の認証、有機農業の
取組支援のため、技術実証ほの設置に加え、県内4カ所で有機
農業に関する講座や研修会を開催

【成果】
・エコファーマー認定者数：691名〔R4年比：261名増〕

・エコえひめ農産物（出荷認証ベース）認証件数：183件
〔R4：183件、R3：197件〕

・有機農業講座参加者数：39名
【関係事業】

・みどりの食料システム戦略推進事業費：20,309千円

県外でのエコえひめ農産物
販売促進活動

エコえひめ農産物PR販売

○環境にやさしい天敵利用によるなす産地の強化
【取組】

① ・関係機関による天敵利用技術検討会を開催（6月、3月）
・施設・露地栽培の実証ほを設置：各２か所
・先進県である高知県等に生産者及びJA等と視察を実施

② 新規栽培者等を確保するため、関係機関と連携し、各種講習会
を開催：5回、参加者116人

③ 伝統野菜である「松山長なす」をPRするため、大阪・京都の
「えひめ食の大使館」認定店に、なすを提供：6店舗

【成果】
① ・実証結果：防除回数の低減 施設：14回（削減率：53％）

露地：18回（削減率：22％）
・視察等を通じて「天敵利用マニュアル」及び「天敵温存ハウ

ス管理マニュアル」を作成し、生産者に配布、技術を普及
② ・新規栽培者７人を確保

・天敵導入者：計24人（施設：15人、露地：9人）に拡大
〔R4年：18人（同：12人、同：6人）〕

③ ・「とても調理しやすく、柔らかいのに煮崩れしない」と高評価
・松山長なすを使った料理をSNSで発信し、認知度が向上

【関係事業】 ・なす産地強化対策事業費：1, 589千円

農家による天敵（ダニ）の放飼

高知のなす農家と意見交換

新規栽培者勉強会

堆肥搬送計量装置の導入

○家畜排せつ物の有効利用促進
【取組】

① 家畜排せつ物の有効利用を図るため、良質たい肥の生産技術
指導を実施

② 国補助事業や県単補助事業（畜産新技術等導入支援事業）による、
家畜排せつ物処理に係る機械導入や既存施設の補改修を推進

【成果】
① 技術指導打合せ会の開催：１回〔R4：1回、R3：1回〕

② ・機械等の導入（たい肥調整関係機械装置等）：４件
〔R4：１件、R3：5件〕

・既存施設の補改修（たい肥舎の補改修等）：３件
〔R4：３件、R3：6件〕

【関係事業】
・畜産経営技術指導事業費：4,060千円
・畜産新技術等導入支援事業費：20,511千円
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具体的な推進事項 2
えひめ農畜産物をグローバルスタンダードに
高めます

○GAP指導活動の推進

１ 現地指導の実施

【取組】

・グローバルGAP等の各種認証の取得、更新を指導

・国際水準GAPの実施に係る現地指導の実施

・国際水準GAPに関する研修会等を開催

【成果】

・23件の農業者等に対して、計44回の指導活動を実施

・国際水準GAPに関する研修会、勉強会等を開催：６回

【関係事業】

・みどりの食料システム戦略推進事業費： 20,310千円

２ GAP指導員の育成

【取組】

・GAP指導員の育成に資する研修に普及指導員を派遣

・グローバルGAP内部検査（模擬審査）の実施による指導力強化

【成果】

・国際水準GAPガイドライン研修に派遣：7人

・新たにGAP指導員を育成：6人

・各地方局、支局でグローバルGAP内部検査を実施：8件

【関係事業】

・みどりの食料システム戦略推進事業費： 20,310千円

グローバルGAP内部検査

○GAP教育の推進
【取組】

・教育機関の各種GAP認証の維持・更新を支援し、GAPの取組

を通じて、生徒が自ら考えて実践する能力の向上を図り、次世

代の愛媛の農業を担う人材を育成

【成果】

・グローバルGAP認証を更新：６校

南宇和高校（河内晩柑橘）、

川之石高校（甘平、温州みかん）など

・県GAP認証を継続取得 ：６校

伊予農業高校（米）、

今治南高校（ブドウ、ミニトマト）など

【関係事業】

・みどりの食料システム戦略推進事業費： 20,310千円

教育機関における
グローバルGAP公開審査

GAP指導活動

GAPに関する勉強会
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具体的な推進事項 3 食の安全・安心に関する取組みを充実します

○農薬適正使用の啓発・残留農薬分析の実施
【取組】

・農薬による危害の防止啓発、県産農産物の安全性確保のため、

農薬適正使用講習会の開催、農薬管理指導士の認定、農薬残留

分析を実施

【成果】

・農薬適正使用講習会：218名参加

・農薬管理指導士※：192名

（新規４名認定、39名更新）※R6年3月末時点

・農産物の農薬残留分析：323件を分析、農薬適正使用を確認

【関係事業】

・農薬適正使用推進事業：5,186千円

農薬適正使用講習会

○食品表示の適正化及び食品トレーサビリティの推進
【取組】

・ 「食品表示相談窓口」を設置
・食品関連事業者向けに講習会を開催
・消費者の目線で食品の表示を点検する「食品表示ウォチャー」

によるモニタリング活動の実施
・疑義情報等に基づく食品表示の監視・指導

【成果】
・食品表示相談対応件数：362件

〔R4：280件、R3：301件〕

・適性な食品表示推進講習会参加者：事業者等：88名
・食品表ウォッチャー報告に基づく調査件数：230件

〔R４：338件、R3：258件〕

・不適正表示に係る指示・公表：0件、文書指導：0件
【関係事業】

・食品表示適正化推進事業：2,738千円

適正な食品表示推進講習会

○安全・安心な畜産物生産への取組推進
【取組】

・動物用医薬品や飼料等の安全な流通や適正な使用を確保するた
め、販売業者や農家等への立入検査等を実施

【成果】
・立入検査件数

動物用医薬品：134件
〔R4：146件、R3：76件〕

飼 料：362件
〔R4：397件、R3：397件〕

【関係事業】
・乳牛等総合改良対策事業費：2,508千円
・家畜衛生対策事業費：3,505千円

飼料販売業者立入検査
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具体的な推進事項 4 動植物防疫措置の強化に取り組みます

○家畜防疫体制の強化
【取組】

① 家畜伝染病を引き起こす病原体の県内への侵入を防ぐため、

松山空港国内線での靴底消毒による水際対策を実施

② 昨年度の高病原性鳥インフルエンザ発生時の防疫措置に関する

課題等を踏まえ、家畜防疫危機管理体制の強化を図るため、

備蓄資材の拡充とともに、防疫会議や防疫研修会等を開催

③ 豚熱の発生予防を図るため、飼養される豚・イノシシに対し、

予防的ワクチン接種を実施

④ 南予地区の家畜防疫力強化に向けて、西予市に新庁舎を建設中

【成果】

① 靴底消毒実施期間：R５年4月1日～R６年3月31日

② 防疫研修会等の開催：県庁、各地方局で１回以上開催

③ 豚熱ワクチン接種農家：91戸〔R4年：94戸〕

④ 開所予定：R7年4月

【関係事業】

・豚熱等防疫強化緊急対策事業費：57,083千円

・家畜伝染病予防事業費：45,634千円

・南予家畜保健衛生所整備事業費：229,278千円 防疫研修会風景

靴底消毒マット
（松山空港）


